
魚類学雑誌 67(2):293–296
DOI: 10.11369/jji.20–017

2020 年 11 月 5 日発行記録 ･ 調査報告　Note

〒 519–2143　三重県津市一身田上津部田 3060　三重県総合博物館
〒 514–8507　三重県津市栗真町屋町 1577　三重大学大学院生物資源学研究科

（2020年 5月 18日受付；2020年 9月 14日改訂；2020年 9月 14日受理；2020年 10月 8日 J–STAGE早期公開）

キーワード：資源選択 , 絶滅危惧種 , イシガイ目二枚貝類 , マツカサガイ北東本州固有種 , ヒガシタブネドブガイ

Japanese Journal of 
Ichthyology

© The Ichthyological Society of Japan 2020

Jyun-ichi Kitamura. 2020. Host mussel utilization by the red tabira bitterling, Acheilognathus 
tabira erythropterus, in a drainage ditch of Kitakami river system, Japan. Japan. J. Ichthyol., 
67(2): 293–296. DOI: 10.11369/jji.20-017.

Abstract   Bitterling are fishes that use freshwater mussels for oviposition. Mussel 
utilization by the red tabira bitterling, Acheilognathus tabira erythropterus, which 
spawning season is spring, was investigated in an agricultural draining ditch. Twenty-three 
freshwater mussels Pronodularia cf. japanensis 3 (sensu Lopes-Lima et al., 2020) (25.8 % 
of 89 individuals examined) hosted eggs and embryos of A. t. erythropterus mainly in their 
suprabranchial cavity. In contrast, 27 Buldowskia kamiyai did not host any egg or embryo. 
This may indicate the preference of P.cf. japanensis 3 by A. t. erythropterus as a host 
mussel.
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コイ科タナゴ亜科（Cyprinidae, Acheilognathinae）
魚類（以下，タナゴ類）は，生きたイシガ

イ目二枚貝類 Unionidaの鰓内に卵を産み込む特異
的な産卵生態を有する純淡水魚である．タナゴ類
は，産卵に利用する二枚貝種が種間だけでなく種
内においても生息地間で異なることが知られてお
り，その要因として同所的に生息する他のタナゴ
類やイシガイ目二枚貝の種組成の影響が示唆され
ている（Kitamura, 2007）．タナゴ類の産卵資源選
択の決定機構の解明は，その種の適応進化だけで
なくタナゴ類の生物多様性の維持機構や生成機構
の理解においても重要な示唆を与える（Kitamura 
et al., 2012；北村・内山，2020）．
タナゴ類の１種であるタビラ類 Acheilognathus 

tabira subspp.は春に産卵し，日本固有種で，北海
道を除く，本州，四国，九州に広く生息し，日本
産淡水魚類における広域分布種の一つである
（Kitamura et al., 2012）．主に産卵に利用する貝種

が，根岸ほか（2008）によると止水生と流水生に
わけられ，池などの止水域にも生息・再生産でき
る止水適応種のカラスガイ族貝種 Cristariiniか，
小型で流れのある環境に主に生息する流水生貝種
かによって，前者を利用する個体群（亜種）の方
が後者を利用する亜種より卵の長径が長く産卵時
の産卵管長が長いことが知られている（Kitamura 
et al., 2012）．
主に流水生の貝種を産卵に利用する 1亜種であ

るアカヒレタビラ Acheilognathus tabira erythropterus
は，東北地方太平洋側流入河川の水系と関東地方
に分布し，主に流れのある河川や農業水路に生息
する種であり，わが国のレッドリストにおいて絶
滅危惧 IB類に選定されている（環境省，2020；
北村・内山，2020）．これまで，河川や農業水路に
おいて，アカヒレタビラが利用していたイシガイ
目二枚貝類は，茨城県霞ヶ浦流入河川の農業水路
（川幅 2 m，護岸はコンクリート）では，タテボシ

岩手県の北上川水系の水路におけるアカヒレタビラ
Acheilognathus tabira erythropterus の産卵母貝利用

北村淳一



北村淳一294

ガイ Nodularia nipponensis［殻長：平均 48.9 mm ± 2.7
（標準偏差），43.0–53.8 mm，n = 29，原著ではイシガイ］
のみで，カラスガイ族貝類のヌマガイ Sinanodonta 
lauta［原著ではドブガイ属 Sinanodonta貝類］では
利用が確認されなかった（北村・諸澤，2010）．ここ
には，他のタナゴ類としてタナゴ Acheilognathus 
melanogaster，カネヒラ Acheilognathus rhombeus，タ
イリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus，ヤリタ
ナゴ Tanakia lanceolataの 4種が生息している．また，
栃木県の那珂川水系の農業水路（川幅 1.5 m，護岸
は土）では，アカヒレタビラの卵・仔魚は，そこに
唯一生息する貝種のカワシンジュガイMargaritifera 
laevisの貝内にタナゴとともに確認された（Kitamura 
et al., 2012）．さらに宮城県名取川水系の農業水路（川
幅約 2 m，護岸は土）では，2007年にはタナゴ類で
唯一生息するアカヒレタビラの卵・仔魚は，そこに
生息するヨコハマシジラガイ Inversiunio jokohamensis
とマツカサガイ北東本州固有種 Pronodularia cf. 
japanensis 3（Lopes-Lima et al., 2020；近藤，2020）［原
著ではマツカサガイ Pronodularia japanensis］を利用
していた（Kitamura et al., 2012）．以上のように，流
れのある生息環境でアカヒレタビラはカラスガイ族
貝種を利用していない．
タナゴ類に見られる産卵母貝の利用様式を説明

する要因として，1）タナゴ類各種における二枚
貝種の選好性の違い，2）障害物など物理的な制
約などにより利用できない可能性，3）他のタナ
ゴ類との干渉型競争による相互作用の結果，が挙
げられている（Kitamura, 2007）．茨城県霞ヶ浦流
入河川の個体群では，春に産卵する他のタナゴ類
3種と共存し，これらと産卵母貝を巡る競争関係
にあるが，アカヒレタビラの貝種の利用の結果（北
村・諸澤，2010）が，1）の選好ではなく 3）の
種間競争の結果，選好しない個体を次善の策とし
て利用している可能性もある．
こうした背景を踏まえ，今回，岩手県の北上川

水系の水路において，3）のタナゴ類の種間競争
の影響がない自然条件下でアカヒレタビラの産卵
母貝種の利用状況を調査した．この水路は，タナ
ゴ類としてアカヒレタビラのみが生息し，貝種は
大型のカラスガイ族貝種と小型の流水生貝種の両
種類が生息している．

材 料 と 方 法

岩手県を流れる北上川水系の農業水路（川幅約
2 m）の約 50 mの区間において，2019年 6月 15

日に調査を実施した．水路は，水深が約 60 cmで，
岸はコンクリートブロックで護岸され，底質は砂
泥であった．調査地には，魚類としてアカヒレタ
ビラの他にドジョウ Misgurnus anguillicaudatus，ヒ
ガシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type C，ギバ
チ Tachysurus tokiensis，トウヨシノボリ Rhinogobius 
kurodaiが生息していた．また，イシガイ目二枚貝
類は流水生の小型種はマツカサガイ北東本州固有
種が，大型のカラスガイ族貝類はヒガシタブネド
ブガイ Buldowskia kamiyaiが生息していた．
本調査地におけるアカヒレタビラの産卵母貝の

利用様式を明らかにするため，水路内の淡水二枚
貝類を水中目視しながら徒手により採集した．採
集した二枚貝類については，種を同定し殻長を計
測した．その後，マツカサガイ北東本州固有種で
は約 5 mm，ヒガシタブネドブガイでは約 10 mm
殻間を貝開器を用いて開けることにより，殺傷す
ることなく貝に負荷を与えないようにして鰓内に
あるアカヒレタビラの卵と仔魚の位置を確認なら
びに計数し，さらに鰓内の貝の卵や幼生の有無を
確認した．調査後，採集した二枚貝類は標本にし
た数個体を除いて採集場所に放流した．

結 　 果

調査地点において，イシガイ科二枚貝類は計
116個体採集された．その内訳はヒガシタブネド
ブガイ 27個体［殻長：平均 62.5 mm ± 11.4（標準
偏差），46.8–85.7 mm），マツカサガイ北東本州固
有種 89個体（48.5 ± 4.5，38.6–60.2 mm）であった
（Table１）．アカヒレタビラの卵・仔魚はマツカ
サガイ北東本州固有種 23個体（マツカサガイ北
東本州固有種の利用率 25.8%，51.5 ± 5.3 mm，
38.6–60.2 mm）のみで確認され，それらの貝に貝
の卵や幼生は確認できなかった．マツカサガイ北
東本州固有種の中のアカヒレタビラの卵・仔魚は
計 111個体確認され，貝 1個体あたり平均 4.8個
体 ± 3.7（標準偏差）で，範囲は 1–15個体であった．
貝内で確認されたアカヒレタビラの卵・仔魚の位
置と個体数は，鰓上腔に 99個体，内鰓内の水路
に 12個体であった．鰓上腔の個体はすべて卵と
眼が発達していない仔魚で，鰓内の水路の個体は
すべて眼が発達した仔魚であった．外鰓内の水路
では，アカヒレタビラの卵・仔魚は確認されなかっ
た．
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考 　 察

本調査地において，アカヒレタビラの卵・仔魚
は，マツカサガイ北東本州固有種からのみ確認さ
れ，ヒガシタブネドブガイからは確認されなかっ
た．これらの結果から，本調査地のアカヒレタビ
ラは少なくともマツカサガイ北東本州固有種を産
卵に利用していることが明らかとなった．
タナゴ類に見られる産卵母貝の利用様式を説明

する要因として，物理的な制約などで利用できな
い可能性については，障害物の存在や極めて早い
流速域に生息する貝にはアクセスしにくいなどの
理由が考えられる．しかし，本調査地ではこうし
た環境はほとんど見られなかったことから，これ
らによる影響はないものと考えられる．
以上の結果，アカヒレタビラは，タナゴ類他種

との共存の有無に関わらず，流れのある生息地で
は，根岸ほか（2008）で止水適応種とされるカラ
スガイ族貝類（ヒガシタブネドブガイとヌマガイ）
を利用せず，流水生種であるマツカサガイ北東本
州固有種やタテボシガイ，カワシンジュガイを利
用していることが明らかとなった．
本調査や北村・諸澤（2010）の研究で，アカヒ

レタビラの卵・仔魚がカラスガイ族貝類（ヒガシ
タブネドブガイとヌマガイ）の鰓内で確認されなかっ
た理由として，１）アカヒレタビラがカラスガイ
族貝類を好まず産卵しない，２）産卵するものの
産卵管の長さや卵形などの産卵形質が貝内の物理
的環境と適合せず，卵が貝からすぐに吐き出される，
の２通りの可能性が考えられる．後者の理由の一
つとして，主に殻長が大きいカラスガイ族貝類を
主に利用する種（バラタナゴ Rhodeus ocellatus，イ
チモンジタナゴ Acheilognathus cyanostigma，キタノ
アカヒレタビラ Acheilognathus tabira tohokuensis）の
場合，殻長が小さい流水生貝類を主に利用する種
（ヤリタナゴ，アブラボテ Tanakia limbata，シロヒ
レタビラ Acheilognathus tabira tabira，カネヒラ，カ
ゼトゲタナゴ Rhodeus atremius）よりも，卵の長径

や排卵時の産卵管が長いといった特徴が挙げられ
る（Kitamura, 2006a, b, c；Arai et al., 2007；Kitamura, 
2007；Kitamura et al., 2009, 2012； 北 村・ 内 山，
2020）．アカヒレタビラはタナゴ類の中でも，卵の
長径が約 2.2 mmで，産卵管長が約 22 mmと短い
方であることから（Kitamura, 2012），カラスガイ族
貝類へは産卵が困難なことが予想される．これら
両仮説については，今後，アカヒレタビラの貝種
に対する選択や選択後の卵の吐出の有無を実験的
に調べることにより検証可能と思われる．
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